
様式第３

会 議 録

会 議 名 令和４年度第１回野田市まち・ひと・しごと創生専門委員会議

議題及び議題

毎の公開又は

非公開の別
地方創生応援税制に係る地域再生計画の効果検証について（公開）

日 時 令和４年９月７日（水）（書面による審議を行った日）

書面による審

議を行った委

員の氏名

議 長 内山 久雄

委 員 伊佐 智 五味 良仁 福田 健二郎 高須賀 晴子

箱森 弥生 西尾 健太郎

議 事 第１回野田市まち・ひと・しごと創生専門委員会議の開催は、新型コロナ

ウイルス感染症対策のため、書面による審議としました。

１ 開催通知発送日 令和４年８月３日（水）

２ 質疑書締切日 令和４年８月１７日（水）

３ 評価書発送日 令和４年８月２６日（金）

４ 回 答 締 切 日 令和４年９月７日（水）

３ 提 出 数 委員７名中６名提出

４ 審 議 内 容 等

地方創生応援税制に係る地域再生計画の効果検証について

説明を受け、地域再生計画のＫＰＩ達成に有効であったと評価する。

５ 委員からの意見

（質疑）

魅力発信事業で行っている事業等について市民の中でも知らない人が多

いので、市報その他メディアを使い発信してほしい。

（回答）

野田市の魅力発信力強化は必要と考えており、令和４年４月１日より魅

力推進課、広報広聴課(広報部門）と商工観光課（観光部門）を集約し、

臨時的・実験的な組織として、ＰＲ推進室を市長直轄で運営している。市

報以外のメディアとして、記者発表やフェイスブック、インスタグラムと

いったＳＮＳを活用している。

みどり豊かな自然を野田市の強みとして発信することにより、経済効

果、移住定住の促進を図り、自然と共生するまちづくりを実現することは



市の目標であることから、今後も、各種媒体を活用しながら魅力発信をす

るとともに、これらの取組に御賛同いただき寄附を頂ける企業を増やすた

め、個別に企業訪問を行うなど市の事業を発信していきたいと考えいる。

（質疑）

黒酢米を増やすことにより農薬や化学肥料の使用が抑えられ、緑が増え

ることによりコウノトリが住めるようになり、結果として人が安全・安心

して暮らせる環境になることから、魅力発信事業と農産物ブランド化推進

事業を一つにまとめたらいかがか。

（回答）

生物多様性をキーワードとする野田市の魅力発信事業及び農産物ブラン

ド化推進事業は、地域再生計画の自然と共生するまちづくり推進プロジェ

クトとして一体的に取り組んでいるが、効果検証を行いやすいよう、個々

の事業に重要業績評価指標を設定し検証することとしている。

今後も黒酢米やコウノトリに関する取組は一体的に市内外に周知してい

く。

（質疑）

市内の米の作付面積は、千葉県等から減らすような指示は出ているの

か。今回、農産物のブランド化推進事業の実績値が達成しなかった理由と

して、新型コロナウイルス感染症以外にもそういった要因もあるのではな

いか。

（回答）

米の作付面積に関しては、千葉県から作付け目標面積が示されており、

例年目標を達成している。令和３年度の実績値が達成しなかった理由とし

ては、反収及び作付面積については、大きな変化はなかったものの新型コ

ロナウイルス感染症の影響も含め米の需要の低下に伴い米の価格が大幅に

下落したことによるものである。

（質疑）

農産物のブランド化推進事業について、農産物がブランド化したとはど

ういう状況を指しているか。黒酢米の品質を活かし、海外へ積極的に売り

込むことによりブランド化を推進することはいかがか。

（回答）

野田市ブランド農産物として、ブランド価値により販路が拡大していく

状況をもってブランド化したものと考えている。また、黒酢米の大部分は

国内における販路が確保されている状況から、海外への売り込みについて

は、難しいものと考えている。

６ 審 議 結 果

議題について、ＫＰＩ達成に有効であったと評価した。


